
                            

                            

                            

                            

                            

 

地
域
づ
く
り
部
会
で
は
、

今
年
度
、
毎
月
１
回
、
全
６

回
の
歴
史
講
座
を
開
催
中
。

講
師
に
吉
田
義
男
さ
ん
・
占

部
玄
海
さ
ん
を
迎
え
、
第
１

回
目
が
７
月
20

日
に
始
ま

り
ま
し
た
。
33
人
の
受
講
生

が
、
赤
間
宿
の
歴
史
を
楽
し

く
学
ん
で
い
ま
す
。 

赤間地区コミュニティだより 
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赤間宿を散策（現在の辻井戸） 

 

唐
津
街
道
「
赤
間
宿
」
は
、
昔

な
つ
か
し
い
町
並
み
が
残
る
魅

力
あ
る
歴
史
街
道
で
す
。
今
年
度

の
歴
史
講
座
は
、
そ
の
魅
力
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

全
６
回
で
企
画
。 

 

第
１
回
は
、
開
講
式
と
赤
間
宿

散
策
。
開
講
式
の
後
、
吉
田
義
男

さ
ん
が
「
宗
像
の
街
道
と
宿
場
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
写
真

を
撮
り
な
が
ら
散
策
す
る
赤
間

宿
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
五
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
赤
間
街

道
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。 

赤
間
宿
の
歴
史
に
興
味
が
あ

っ
て
も
実
際
に
歩
い
た
こ
と

は
少
な
い
と
い
う
人
も
多
く
、

熱
心
に
案
内
人
の
話
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

は
七
つ
あ
っ
た
と
い
う
辻
井

戸
（
今
は
二
つ
）
、
う
な
ぎ
の

寝
床
と
呼
ば
れ
る
町
屋
、
甲
造

り
や
白
壁
の
美
し
い
建
物
、
出

光
佐
三
生
家
や
赤
レ
ン
ガ
造

り
の
舞
鶴
橋
な
ど
写
真
を
撮

り
な
が
ら
見
て
い
き
ま
し
た
。 

第
２
回
は
、
８
月
２
日
に
開

催
。
撮
影
し
た
写
真
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
整
理
し
、
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
各
自
で
調
べ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
も
織
り
交
ぜ
て
の

代
表
者
の
発
表
は
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
勉
強
に
な
っ
た
と
受

講
者
の
感
想
で
し
た
。 

９
月
５
日
の
第
３
回
講
座
は
、

占
部
玄
海
さ
ん
か
ら
幕
末
の
宗

像
や
早
川
勇
を
中
心
と
し
た
歴

史
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
木
屋
瀬
の
町
並
み
見

学
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
「こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
」
と
う
れ
し
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（地
域
づ
く
り
部

会
） 

＊
赤
間
街
道
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ 

吉田さん（中央）占部さん（右隣） 

グループで写真分析しているところ 



                            

                            

                            

                            

                            

    

８
月
２
日
（土
）
赤
間
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
、

女
性
の
会
（
Ｔ
Ｍ
Ａ
）
発
足
記

念
事
業
の
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
は
熊
丸
み
つ
子
さ
ん

と
津
屋
崎
少
年
少
女
合
唱
団
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
し
た
。 

熊
丸
さ
ん
は
、
幼
児
教
育
専

門
家
と
し
て
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
、
中
学
校
の
講
演
会
講
師

と
し
て
福
岡
を
拠
点
に
全
国
で

活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
幼
児

教
育
の
専
門
家
だ
け
あ
っ
て
、

実
に
今
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況

を
的
確
に
把
握
し
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。
「
子
ど
も
も
、

親
も
、
先
生
も
、
み
ん
な
苦
し

ん
で
い
る
。
そ
の
苦
し
さ
を
み

ん
な
出
し
て
い
い
ん
だ
よ
。
親

も
、
先
生
も
、
地
域
も
、
み
ん

な
で
受
け
止
め
る
か
ら･･･

」と
。 

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と

は
、
笑
顔
で
現
状
を
受
け
止
め

る
環
境
作
り
だ
そ
う
で
す
。
「
し

ん
ど
い
子
ど
も
た
ち
が
い
て
当

た
り
前
、
『
い
い
ん
だ
よ
』
全
部

受
け
止
め
る
か
ら
、
で
も
ダ
メ

な
こ
と
は
ダ
メ
。
子
ど
も
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
。
子

ど
も
が
わ
が
ま
ま
を
言
う
の

は
、
親
や
地
域
や
先
生
と
折
り

合
い
を
つ
け
る
た
め
の
作
業
。

順
調
、
順
調･

･
･

」
と
。 

久
し
ぶ
り
に
肩
に
支
え
て
い

た
重
た
い
荷
物
を
降
ろ
せ
た
よ

う
な
す
が
す
が
し
い
講
演
会
で

し
た
。
講
演
の
あ
い
ま
、
あ
い

ま
の
合
唱
団
の
澄
ん
だ
歌
声

で
、
外
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
女
性
の
会
、

発
足
に
ふ
さ
わ
し
い
意
義
の
あ

る
講
演
会
で
し
た
。 

女
性
の
会
で
は
、
皆
さ
ん
と

問
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域

で
女
性
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

（
女
性
の
会
） 

津屋崎少年少女合唱団の合唱 

登校時間頃、徳重ＦＡＣＥ800

（パチンコ店）付近で、不審者。

自転車に乗った男に写真を撮

られたとのこと。児童・生徒の登

下校時ご注意ください。 

倌廁菪捘嫻 

国土交通省の課長等が視察 

８
月
28

日
（
木
）
国
土
交
通
省

の
九
州
地
方
整
備
局
道
路
計
画
課

と
北
九
州
国
道
事
務
所
の
職
員
、

宗
像
市
都
市
計
画
課
職
員
が
、
原

町
と
赤
間
の
街
道
を
視
察
し
ま
し

た
。
国
と
し
て
も
、
住
民
の
生
活

に
直
接
身
近
な
道
路
の
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
視
察
に
は
、
赤
間
区
の
永

嶋
区
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

役
員
が
同
行 

し
ま
し
た
。 

出
光
佐
三
生
家
を
視
察
す
る
一
行 

８
月
９
日
（土
）健
康
福
祉
部
会

主
催
で
講
演
会
を
開
催
し
50

人

が
参
加
し
ま
し
た
。「
地
域
で
認
知

症
を
支
え
ま
し
ょ
う
〜
現
状
と
取

り
組
み
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
赤

間
病
院
在
宅
部
長
の
田
中
八
枝
子

先
生
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

認
知
症
は
と
て
も
身
近
な
問
題

で
す
。
見
分
け
方
や
対
応
の
仕
方

な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
詳
し
く

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
が

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
役

に
立
っ
た
講
演
で
し
た
。 



                            

                            

                            

                            

                            

    

 
 
日 曜 行      事 

9/15 月 敬老の日  休館日 

16 火 第６回 公民館活動部会 

17 水  

18 木 あかまなかよしサロン（青少年育成部会） 

19 金 第５回 青少年育成部会 

20 土  

21 日  

22 月 休館日 

23 火 秋分の日 

24 水  

25 木 釣川クリーン作戦実行委員会 

26 金  

27 土  

28 日 平成２０年度コミュニティ文化祭 

29 月 休館日 

30 火 健康福祉部会視察研修 

10/1 水  

2 木 まちづくり懇談会 

3 金  

4 土 歴史講座④（地域づくり部会） 

5 日  

6 月 休館日 

7 火 第５回 役員会 

8 水  

9 木 
巡回健康相談（国保医療課） 

第５回 環境整備部会 

10 金 健康教室（赤間地区ヘルス推進員） 

11 土 赤間病院 在宅サービス利用者の集い 

12 日  

13 月 体育の日 休館日 

14 火  

15 水  

16 木  

17 金 第６回 青少年育成部会 

 

日 時：９月1８日（木）10:00～12:00 

場 所：キッズルーム 

対 象：0～3歳児の親子 

参加費：無料 

申込み：不要 

直接会場へ来てください。 

問合せ：主任児童委員 

 安部（32-2377）・永田（32-1540） 

日 時：10月 9日（木） ↓受付時間 

    9:30～11:30、13:30～15:30 

場 所：多目的ホールＡ 

内 容：健診結果の相談、健診結果に基づく

健康アドバイス、血圧測定結果等に

よる健康相談 

   ＊健診後の結果相談は要予約 

【問合せ・申込み先】 

国保医療課 ℡：36-1331 

 

日 時：10月 10日（金） 

10:00～12:00（受付 9:30～） 

場 所：多目的ホールＡ・Ｂ・Ｃ 

内 容：ヨガ 

講 師：日並八千代先生 

参加費：無料 

持参品：バスタオル 

申込み：当日会場で申込み。 

＊動きやすい服装でお越しください。 

日 時：９月2８日（日）10:00～16:00 

場 所：コミュニティ・センター全館 

豪華賞品ありの大抽選会 

詳しくは、９月１日配布の抽選券付きチラシ

（Ａ３）や別紙の黄色い案内チラシ（プログ

ラム）をご覧ください。 

いろんなお店 きもだめし 

舞台発表 健康測定 作 品展示

【お知らせ】 
９月２７日（土）は、文化祭準備のため、
センターを使用することができません。 

時間：13:00～15:00

場所：赤間病院 

  デイケアセンター 

問合せ：赤間病院 

   ℡：32-2206 

┠バザーや模擬店もあ

るよ！！ 



                            

                            

                            

                            

                            

    

《作 り 方》 

① 蒸し魚を作る。 

  魚は塩・こしょうを 

かけて１０分おく。 

  水気をペーパー 

タオルでふく。 

（電子レンジで蒸す場合） 

  皿に２枚ずつのせ酒をかけて、ラップをかけ電子

レンジで２分かける。 

（フライパンで蒸し焼きする場合） 

  フライパンにクッキングシートを敷き魚をのせる。 

  酒をふりフタをして中火で４～５分焼く。 

② 野菜の準備をする。 

   きゅうりは両端をきり、ななめに薄く切る。 

   トマトはへたをとり、くし型に切る。 

   レタスは食べやすい大きさにちぎる。 

③ ヨーグルトと他の調味料をまぜて、ソースを作る。 

④ 皿に魚、野菜をのせ、ソースをかける。 

         （健康福祉部会  食生活改善推進会） 

《材 料》（４人分） 

魚（切り身） ······················· ６０ｇ×４枚 

塩 ······································ ２つまみ 

こしょう ··························· 少々 

酒 ······································ 大さじ２ 

きゅうり ································ １本 

トマト ····································· 中２個 

レタス  ··································· ８０ｇ 

ソース 

 ヨーグルト ······················ 大さじ４ 

 マヨネーズ····················· 大さじ２ 

 カレー粉·························· 小さじ１ 

 砂糖··································· 小さじ１ 
 塩 ········································ １つまみ 

かわせみ  写真提供：田添忠夫（広陵台) 

撮
影
場
所 : 

名
残 

夏
休
み
親
子
料
理
教
室

で
作
っ
た
レ
シ
ピ
で
す
。 

筏
に
乗
っ
て
い
る
子
ど
も
や
、
川

岸
の
み
ん
な
か
ら
も
大
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
こ
ぎ
手
の
お
父

さ
ん
を
激
励
す
る
歓
声
、
川
面
に

バ
タ
足
を
す
る
子
な
ど
大
人
も

子
ど
も
も
大
満
足
の
釣
川
筏
大

冒
険
の
１
日
で
し
た
。 

 

こ
の
筏
大
冒
険
は
、
田
久
の
子

ど
も
会
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
企
画
は
６
月
か
ら
始
ま
り
、

７
月
27
日
に
は
、
総
勢
90
人
余

り
（
う
ち
子
ど
も

47
人
）
の
み
な

さ
ん
が
筏
作
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
達
に

は
、
夏
休
み
の
忘
れ
ら
れ
な
い
体

験
と
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

（
田
久
子
ど
も
会
） 

 

恒
例
の
夏
休
み
親
子
料
理
教

室
を
７
月
29
日
と
８
月
26
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
各
６
組
の
親
子

が
参
加
し
、
新
鮮
な
魚
を
使
っ
て

の
料
理
を
作
り
、
苦
手
な
魚
を
克

服
で
き
た
子
も
い
ま
し
た
。 

 

田
久
の
子
ど
も
会
は
、
８
月
２

日
（土
）
「手
づ
く
り
筏
」で
、
釣
川

の
田
久
橋
か
ら
１
０
０
㍍
ほ
ど

を
往
復
し
ま
し
た
。
筏
に
乗
る
前

に
、
福
岡
着
衣
泳
会
の
方
か
ら
水

難
事
故
に
あ
っ
た
時
の
対
応
策

を
聞
き
、
頭
の
準
備
が
で
き
た
と

こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
筏
乗
り
大
冒

険
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

筏
に
は
２
人
の
お
父
さ
ん
と

５
人
か
ら
６
人
の
子
ど
も
が
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

乗
り
込
み
、
川
上
に
向
か
っ
て
こ

ぎ
出
し
ま
し
た
。
最
初
は
要
領
が

つ
か
め
ず
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
要
領
が
わ
か
り
、

川
上
に
吹
く
風
に
も
助
け
ら
れ

筏
が
す
い
す
い
と
進
み
だ
す
と
、

舡唇 
90傯 


